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．め
あ
て
と

雨上がりのアイリス 2区街道にて

萩
山
神
社
の
春
祭
り
を
終
え
、

例
年
に
な
く
早
い
お
花
見
の
中

で
新
学
期
の
始
ま
り
、　
一
年
生

の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
光
る
。

お
だ
や
か
な
春
暖
の
日
差
し

が
、
梨

・
桃
の
開
花
を
誘

っ
て

高
森
の
段
丘
に
淡
い
彩
り
を
添

え
て
広
が
る
。

天
竜
沿
い
の
田
に
は

一
面
に

水
が
満
ち
、
下
市
田
の
丘
を
写

し
な
が
ら

一
斉
に
田
植
え
が
す

す
む
。
初
夏
の
足
音
を
確
か
に
聞
き

な
が
ら
、
花
も
、
虫
も
、
そ
し

て
人
も
動
き
出
し
て
い
る
。
互

い
に
力
を
出
し
、
助
け
合
い
な

が
ら
光
り
を
求
め
て
…
…
。

本
年
度
も
、
公
民
館
の
事
業

を
通
し
て
、
人
の
和
の
喜
び
や

素
晴
ら
し
さ
を
体
現
し
て
い
き

た
い
。
様
々
な
仕
事
に
励
む
人
々
が

一
堂
に
会
し
、
切
磋
琢
磨
し

つ

つ
持
て
る
力
を
出
し
合

っ
て
、

一
つ
の
行
事
に
立
ち
向
う
姿
に

言
い
知
れ
ぬ
感
動
を
覚
え
る
。

自
ず
と
分
担
が
定
ま
り
、
特

技
を
発
揮
し
て
互
い
に
讃
え
合

う
こ
の
和
や
か
さ
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
。

「
以

レ
和

為

レ
貴
」

区
民
会
館
に
高
々
と
掲
げ
ら

れ
た
書
で
あ
る
が
、
遠
く
先
人

の
叡
知
と
共
に
、
じ

っ
く
り
と

噛
み
締
め
て
み
た
い
。
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前
号
以
降

の
諸
行
事
等

所
感
を
交
え

て
報
告

い
た

し
ま
す
。

二
月
五
日
、

第

十

三

回

「
萩

の
里

ふ

れ
あ
い
広
場
」

が
区
民
会
館

に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

毎
年

の
こ
と

な
が
ら
和
や

か
な
雰
囲
気

に
心
暖
ま
る

思

い
で
あ

っ
た

二
月
二
十

・
三
十

一
日
に
行

わ
れ
た
萩
山
神
社
春
祭
り
は
、

例
年
よ
り

一
足
早
か

っ
た
満
開

の
桜
の
下
で
、
好
天
に
恵
ま
れ

賑
や
か
に
出
来
た
こ
と
は
、
関

係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の

で
感
謝
申
し
上
げ
る
。

二
月
末
と
四
月
初
め
に
行
わ

れ
る
、
保
育
園

・
小
中
学
校
の

卒
入
園

・
卒
入
学
式
に
、
延
べ

八
回
も
招
待
さ
れ
た
。
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
溌
測
と
し
た

姿
に
、
心
洗
わ
れ
る
思
い
で
感

激

一
入
で
あ

っ
た
。
健
や
か
な

成
長
を
願

っ
て
い
る
。

常
会
長

・
委
員
合
同
会
議
は
、

区
民
総
会
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
二
月
二
十

一
日
に
は
十
三

年
度
の
事
業
報
告
と
さ
さ
や
か

な
慰
労
の
会
を
、
四
月
二
十

一

日
に
は
、
新
常
会
長
を
迎
え
、

新
年
度
の
事
業
計
画
と
こ
れ
ま

た
さ
さ
や
か
に
率
智足
の
会
を
行
っ

た
。
委
員
は
、
区
の
執
行
機
関

と
し
て
任
期
二
年
の
後
半
を
お

願
い
す
る
。
各
位
の
ご
尽
力
に

よ

っ
て
区
の
運
営
が
順
調
に
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た

五
月
十
五
日
、
飯
田
工
業
高

校
定
時
制
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、

下
市
田
区
と
座
光
寺
自
治
会
へ
、

手
作
り
の
ジ

ョ
レ
ン
が
寄
贈
さ

れ
た
。
日
頃
近
隣
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
い
る

と
い
う
事
で
贈
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
昨
年
五
丁
、
今
年
六
丁
、

区
民
会
館
の
備
品
と
し
て
保
管

し
て
お
く
の
で
ご
利
用
を
…
。

巾
細
で
側
溝
さ
ら
い
に
便
利
そ

う
。区
民
広
場
の
物
置
き

ハ
ウ
ス

ヘ
電
源
ボ
ッ
ク
ス
を
常
設
し
た
。

区
民
広
場
で
簡
便
に
使
え
る
の

で
ご
利
用
を
…
。
使
用
時
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
を
…
。

日
赤
奉
仕
団
下
市
田
分
団
の

役
員
が
退
団
記
念
に
ポ

ッ
ト
を

三
本
寄
贈
さ
れ
た
。
感
謝
し
な

が
ら
愛
用
し
た
い
。

区の情勢について

区長 大屋敷 清 利

五
月
十

一
日
、
松
岡
城
址
愛

護
会

（会
長

北
沢
富
夫
氏
）
で

は
、
松
源
寺
入
□
北
側
の
五
の

堀
及
び
斜
面

へ
、
役
員
と
四
区

育
成
会
親
子
で
、
植
樹
を
行

っ

た
。
城
址
の
保
全
と
景
観
を
保

つ
よ
う
に
、
ま
た
愛
護
の
気
持

ち
も
育
て
よ
う
と
願

っ
て
い
る
。

町
の
援
助
を
い
た
だ
き
な
が
ら

区
と
し
て
も
応
援
を
し
て
い
き

た
い
。委

員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

小

島

孝

彦

主
た
る
事
業
、
作
業
は
次
の

通
り
で
す
。

四

月

ｏ
新
旧
委
員
引
継
ぎ
会

ｏ
事
業
計
画
及
び
作
業
人
員
出

動
計
画
策
定

。
下
市
田
区
水
利
、
取
水
日
、

各
水
系
分
水
路
の
巡
回
確
認

作
業

。
区
内

一
斉
井
ざ
ら
い
、
清
掃

箇
所
、
問
題
箇
所
実
施
確
認

作
業

六

月

ｏ
町
内

一
斉
河
川
清
掃
作
業
の

協
力
推
進

ｏ
梅
雨
期
増
水
対
策
に
よ
る
堤

水
位
減
水
管
理
の
実
施

七

月

ｏ
区
有
堤
土
手
草
刈
り
作
業
実

施

八
月
～
二
月

ｏ
地
域
内
用
排
水
路
改
修
工
事

立
合
い
、
協
力

二

月

ｏ
堤
土
手
草
焼
き
作
業
実
施

通

年
ｏ
各
用
排
水
路
管
理

ｏ
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
着
工
に
伴

う
雨
排
水
指
導
及
び
認
可

ｏ
用
排
水
路
緊
急
工
事
対
策
の

実
施

作
業
の
実
施

五

月

ｏ
十
三
年
度
地

区
計
画
工
事

平成14年度 各分館コミュニティー事業計画

平成14年度 下市田支館事業計画

区 月日 (曜 ) 事  業  名 内 容

7/6ω
9/29(日 )

11/230
～ 24(日 )

1区ふれあい広場

1区軽スポーツ大会

(グランドゴルフ)

1区芸能祭

1区展覧会

。中央公園 夏祭り
。区民広場

一
午前中

・区民会館
―
午後

。ふれあい会館

２

　

　

区

/
/
4

6

(日 )

(日 )

7

7/130
7/200
10/6(日 )

じゃがいも種まき

お年寄りと子供のふれあい会

マレットゴルフ大会

じゃがいも掘り

納 涼 祭 (予定)

運 動 会

。朝霧サロン ・竹トンポ飛ばし
。親水公園にて

。子供達と植付け～収穫迄

―
食事会を設ける

３

　

区

5/26(日 )

6/220
10//13(日 )

ふれあいグランドゴルフ大会

お楽しみ演芸会

生涯学習活動 (ふれあい学習)

力行会ふれあい運動会

・ スポーツ

。演芸、カラオケ発表
。軽スポーツ大会他
。各常会対抗運動会

４

区

5/110
7/7(日 )

松岡城植林 (秋 にも)

4区ふれあい広場 。ミニ運動会 。演芸 。模擬店
区民会館全館、グランド使用

５
　
一区

9/15(日 )

10/6(日 )

スポーツ大会

(南小体育館・ グランド)

アパート及び独立世帯との交流会

・ グランドゴルフ

・ チャンスボール

・ 12年 目

・ ソフトバレー

「ズ

5/110
5/26(日 )

7/200
8/30
8/15休 )

16(鉗

18(日 )

高寿会との交流会

隣組対抗ペタンク大会

飯倉炊さん

納 涼 祭

盆踊り大会

夏 祭 り

生涯学習

。自治会組織改変により隣組対抗に変更
。学校五日制への対応
。お店屋さん

。育成会、婦人団体などと協調

。大煙火大会、灯籠流し
。子供提灯行列、子供神輿
。正月飾り講習会

月「1(曜 ) 事 業 名 内  容

6/10
6//150」

10/190
～ 201日 )

7/270

11/1(斜

11/16ω
～ 17(日 )

平成15年
2/1Ш
3/290

30(8)

随 時

文化祭り。敬を会

区報。館報 52号発行

地元町会議員との

懇 談 会

萩の里まつり

ぐるリウォーキング

区報。館報 53号発行

町ふるさと祭り

テント村出店

区報。館報 54号発行

萩山神社春祭り夕祭

萩山神社春祭り本祭

IKI11卜 竹 III!

下市田選出町議の議会報告

区民の要望など

盆踊り。花火

演 技・演 奏

(保育園児・和太鼓等など)

お楽しみコーナー

作品展示・舞台発表

敬 老 会
。今日人形観賞を予定

下市田区内史跡めぐり

おじるこ無料サービス

芸能発表会 (獅子曳き)

短 冊 (5)

写 真・ ビデオ撮影

子供連

新刊購入。貸出し
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下
薔

５
区

福

沢

嘉

言

皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
議

会
に
送
り
込
ん
で
頂
き
早
四
ケ

月
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
い

ろ
い
ろ
と
経
験

・
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
私
な
り
に
少
し
ず

つ
町
の
現
状
が
分
か

っ
て
き
た

気
が
し
ま
す
。

二
月
の
定
例
議
会

で
は
私
は

三
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

始
め
に
合
併
問
題
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
国
全
体
の
財
政
が

厳
し
い
折
、
地
方
交
付
税
が
削

減
さ
れ
今
後
も
更
に
減
額
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
従
来
ど
お
り
の

町
政
運
営
は
難
し
く
な
る
が
、

我
が
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
く
の
か
、
相
手
が
あ

る
こ
と
で
は
あ
る
が
合
併
し
た

場
合
、
し
な
い
場
合
の
将
来
の

町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
画

き
町
民
に
判
断
材
料
を
提
供
す

べ
き
で
な
い
か
。
二
点
目
は
有

線
放
送
設
備
の
更
改
で
新
た
に

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
町
の
仕
組
み

づ
く
り
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
町
の
活
性

化
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
町
政

業
務
の
効
率
化
等

に
ど
の
よ
う
な
活
用
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
誰

も
が
使
え
る
よ
う
な
利
用
方
法

の
勉
強
会
も
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
は
設
備
完
成
時
に
は
サ
ー

ビ
ス
開
始

ｏ
利
用
開
始
が
で
き

る
よ
う
今
か
ら
同
時
並
行
で
取

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
三
点
目
は
蘭
植
物
園
の
管

理
は
、
町
の
責
任
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
が
直
接
及
ば
ず
管
理

・
運
営

・

経
営
努
力
が
見
え
に
く
く
な
る

町
の
振
興
公
社
に
委
託
す
る
の

で
は
な
く
町
の
特
別
会
計
で
実

施
し
、
住
民
に
も
経
営
内
容
が

判
る
よ
う
運
営
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
で
あ
り
ま
す
。

私
は
今
年
度
の
町
の
重
要
課

題
は
将
来
の
高
森
町
が
ど
う
な

る
の
か
方
向
付
け
を
す
る
町
村

合
併
問
題

へ
の
対
応
と
、
革
命

と
ま
で
言
わ
れ
た
Ｉ
Ｔ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
町
の
仕
組
み
づ

く
り
を
行
う
か
だ
と
考
え
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
も
勉
強
し
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

，
薄
℃
＼̈＼
〓
薫
〓
・∞
い
ヨ
”
庁
〓
”
下

の
〇
ヨ
＼
～
て
〇
∽
〓
Ｆ
Ｏ
σ
Ｃ
で
す
。
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■

十
三
年
度
決
算

監
査
委
員
所
見

北

原

昌

己

去
る
四
月
二
十
六
日
、
下
市

田
区

一
般

・
特
別
会
計

・
公
民

館

・
萩
山
神
社
の
年
度
末
会
計

監
査
を
行
い
ま
し
た
。
収
入
に

関
し
て
細
部
に
わ
た
り
覧
し
、

個
人

・
法
人

・
独
立
世
帯
と
補

助
簿
が
完
備
さ
れ
ご
苦
労
が
う

か
が
わ
れ
、
公
民
館

・
萩
山
神

社
会
計
も
少
な
い
予
算
の
中
、

効
率
的
な
運
営
を
感
じ
ま
し
た
。

下
市
田
区
に
は
昭
和
五
十
九
年

出
砂
原
の
土
地
売
却
に
よ
り
下

市
田
地
域
振
興
基
金
と
し
て
積

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
金
利

時
代
に
は
多
額
の
利
子
が
入
り

区
民
会
館
の
建
設
、
多
目
的
広

場
の
取
得
、
造
成
な
ど
に
区
民

の
金
銭
的
負
担
が
繰
入
金
の
積

立
て
で
出
来
た
事
を
思
う
と
、

現
在
の
金
融
状
況
の
不
況
が
、

区
の
財
政
に
い
か
に
厳
し
い
か

と
思
い
ま
す
。
区
の
特
別
会
計

の
中
で

一
千
万
を
越
え
る
金
額
、

地
域
振
興
基
金
に
於
い
て
も
、

今
、
金
融
業
界
で
の
ペ
イ
オ
フ

対
策
の
検
討
に
心
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

尚
、
区
有
林

・
土
地
管
理
は

昨
年
見
回
り
を
行
い
、
台
帳

・

契
約
書
の
閲
覧
は
計
画
書
に
基

づ
い
て
行
う
予
定
で
す
。

I【収入金の部】

平成13年度下市田区一般会計決算報告書

(自平成13年 4月 1日 ～至平成14年 3月 31日 )

収入金計 50,271,060円  支出金計 42,780,678円  差引残高 7,490,382円
Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

平成13年度 高森町公民館下市田支館決算報告書

(自平成 13年 4月 1日 ～至平成 14年 3月 31日 )

決算収入額 5,154,445円  決算支出額 4,407,304円  残 高 747.141円 (JAみ なみ信州預金 747,141円 )
2.支 出の部              ▲印減 (単位 円)

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

総  務  費 3,175,000

1,680,000

277,250

20.000

2,901,263

1,456,502

46,816

2,723

▲  273,737

▲  223,498

▲  230,434

合    計 5,152,250 4,407,304 ▲  744,946

1.収 入 の部

項   目 予算現額 決算収入額 比較 (予算。決算)

3

4

5

費

1,396,000

14,050,000

1,545,000

2,260,000

1,700,000

15,020,000

550,000

10,308,666

1,294,377

16,910,898

1,709,219

2,260,000

2,044,598

15,163,090

580,212

10,308,666

101,623

―
+‐   2,860,898

収 入 合 計 46,829,666 50,271,060 + 3,441,394

項   目 比較 (予算・決算)予算現額

620,270

4,786,052

決算支出額

16,421,736

933,408

一
”

一

一
“

一
+ 1,516,052

4.516,666

183,264

179,184

246,604

189,592

249,730

11,920,000

3,270,000

2,260,000

3,010,000

7,771、 666

支 出 合 計 46.829、 666 42.780.678 4,048,988

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

繰  越  金 673,050

21,000

3,010,000

1,448,200

673,050

23,195

3,010,000

1,448,200

0

2,195

合   計 5,152,250 5,154,445 2,195

ヽ

一

事 業 費

広 幸腱 rt

予  備  費

▲   17,277

1.区 143.090

2.繰  入  金

6.消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金

8.前 期 繰 越 金

+  164,219

+   30,212

0

+   344,598

4.土  木  費

7.公 民 館 費

5.水  利  費
6.消  防  費

8.予  備  費

0

1,123,000

870,000

2.080,816

2.環 境 衛 生 費

3,010,000

3.255,000

3.林  務  費

1.総  務  費

繰  入  金

補  助  金

0

0

雑  収  入
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梵
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呻
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嘲
方‐こ
幅
諦
ぃ

□′

ず

一
一一一
一　

名
を
お
迎
え
　

に
花
を
咲
か
せ
た

一
時

で
あ
り

し
て
約
二
時
間
、
和
や
か
な
雰
　
ま
し
た
。

こ
う
し
た
行
事

の
陰

囲
気

の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
に
病

の
た
め
床

に
臥
せ
ら
れ
て

下
市
田
保
育
園
児
の
可
愛
ら
　
お
ら
れ
る
方
々
が
お
ら
れ
る
こ

今
年
も
、
ふ
れ
あ

い
広
場

へ
の
招
待
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
齢
と
共

に
月
日
の

た

つ
の
を
早
く
思
う

様

に
な
り
、
あ

っ
と

い
う
間
に

一
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
物
資
不

足
の
戦
中
戦
後

に
子

育

て
を
し
て
、
食

べ

ら
れ
る
物
は
何

で
も

食
卓

へ
の
せ
ま
し
た
。

今
、
物
余
り
使

い
捨

て
の
時
代

に
生
き
て

と

に

一
抹

の
淋
し

さ
を
感
ず
る
と
共

に
、
快
癒

の

一
日

も
早
か
ら
ん
こ
と

を
祈
念
し
、
来
年

の
ご
参
加
を
是
非

と
、
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後

に
な
り
ま

し
た
が
、
社
協
会

長
吉
川
町
長
様
、

お
手
伝

い
戴

い
た

関
係

の
皆
様
方

に

深
く
お
礼
申
し
上

げ
、
筆
を
お
き
ま

す
。有
難
う
御
座

い

ま
し
た
。

い

て

、

「
′勿

体
な
い
」
と

言

っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

伸
び
行
く
若
芽
の
様
な
保
育

園
児
の
、
元
気
な
可
愛
ら
し
い

発
表
に
、
拍
手
し
な
が
ら
、
こ

の
児
達
が
大
人
に
な

っ
た
時
、

明
る
い
平
和
な
日
本
で
あ
り
ま

す
様
祈
り
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
で

春
祭
り
の
獅
子
舞
を
出
発
か
ら

お
宮
ま
で
、
浦
安
の
舞
の
奉
納

も
、
し

っ
か
り
観
賞
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
保
存
会
の
皆
様
御

苦
労
様
で
し
た
。
伝
統
行
事
を

後
々
ま
で
伝
え
て
行

っ
て
下
さ

い
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
大
鼓

“
■
■
■
■

―ヽ
ヨ
ロ
‘

ふオ喘|し広場燕咀

鞘翻

招
　
待
　
者

六
区

中

谷

い
と
子

は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
音
と

リ
ズ
ム
と
躍
動
す
る
動
作
の
織

り
な
す
世
界
に
、
う

っ
と
り
と

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
オ

ケ

・
踊
り

ｏ
新
し
く
作
詞

・
作

曲
さ
れ
た
湯
ケ
洞
音
頭
等
、
何

も
か
も
新
鮮
で
楽
し
い

一
日
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
皆

さ
ん
が

「良
か

っ
た
な
あ
」
と

言

っ
て
お
り
ま
し
た
。
企
画
か

ら
実
行
ま
で
、
大
変
な
御
苦
労

だ

っ
た
事
で
し
ょ
う
。
生
き
て

い
て
来
年
も
又
楽
し
ま
せ
て
貰

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
謝
感
謝
。

下市田保育園児も大勢で参加して

平成14年度 高森町公民館下市田支館

歳入歳 出予算書

(自平成 14年 4月 1日 ～至平成15年 3月 31日 )

平成14年 3月 24日可決

歳入の部          歳出の部    (単 位千円)

千:|   |] 本年度予算額

総  務 費 2,100

事 業 費 1,700

20

111予 備  費

合  計 3.931

平成14年度下市田区一般会計

歳入歳 出予算書

(自 平成 14年 4月 1日 ～至平成15年 3月 31日 )

平成14年 3月 24日 可決

【1.収入の部】         【2.支出の部】 (単 f立 千円 )

FI  目 本年度予算額

繰  越  金

繰  入  金

600

3,010

hl〕 助  金 320

雑 収  入 1

合  計 3,931

区  分  1本年度予算額

1.区 イを 15,000

2.繰  入  金 1,350

3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.寄  イ寸 金

5,000

1,550

550

6消 防義務金

7.諸 収 入 金

2,300

500

8.前 期繰越金 6,500

合   計 32,750

区  分 本年度予算額

1.総  務  費 12.765

2.環 境衛生 費 1.200

3.林  務  費 1、 000

4.土  木  費 6.500

5.水  利  費 2,660

6.消  防  費 2,200

7.公 民 館 費 3,010

8.予  備 費 3,415

合   計 32,750

回

□ □

|

広 報 費 |

(区幸‖。:者 '費 )|

|

|
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晴天に恵まれ

大勢の人出で賑わう
潅
'■「
3月 30031日 潅移i嬌7ア

安
養
寺

へ
挨
拶
す
る
獅
子
曳
き
の
皆
さ
ん

南
信
地
区
の
ト
ッ
プ
を
切

っ

て
萩
山
神
社
の
春
の
祭
礼
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
で
す

と
桜
に
は
少
し
早
い
時
期
で
し

た
が
、
今
年
は
暖
冬
で
気
候
が

一
週
間
位
早
く
、
そ
の
為
か
満

開
の
桜
の
下
で
の
祭
り
と
な
り
、

か

つ
て
四
月
二
日

・
四
日
に
行

わ
れ
て
い
た
頃
と
同
じ
様
に
桜

の
花
の
下
で
の
獅
子
舞
は
、
大

勢
の
見
物
人
に
囲
ま
れ
た
中
で

の
奉
納
と
な
り
、
賑
や
か
で
華

や
か
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
中
心
と
な
る
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
獅
子
舞
を
演

桜

丸
榊
原
崇
之
く
ん

六

区

林
松

王
拓
磨
く
ん

五

区

梅

王
宮
竹
達
也
く
ん

三

区

じ
る
萩
山
芸
能

保
存
会
の
獅
子

部

・
囃
子
部
の

皆
さ
ん
と
、
獅

子
曳
き
の
子
供

さ
ん
で
す
が
、

二
月
十
四
日
の

稽
古
始
め
か
ら

二
月
二
十
九
日

の
稽
古
納
め
ま

で
の
、
熱
心
な

取
組
み
と
保
存

会
の
幹
事
長
を

始
め
と
す
る
幹

事
会
の
皆
様
の

大
変
な
努
力
で
、

二
月
二
十
日
の

宵
祭
り

（荒
神

社
よ
り
安
養
寺

ま
で
）
の
獅
子

舞
道
中
で
春
祭
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
二
月
二
十

一
日
の
本
祭
り
は
、

出
砂
原
の
お
祭
り
広
場
と
パ
ー

ス
の
広
場
で
の
獅
子
舞
の
公
開

を
行
い
、
午
後
よ
り
安
養
寺
か

ら
萩
山
神
社
ま
で
ま
さ
に
花
の

中
で
の
獅
子
舞
と
囃
子
の
道
中

を
行
い
、
無
事
萩
山
神
社
に
奉

納
、
今
年
度
の
春
祭
り
を
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

各
会
場
と
も
大
勢
の
見
物
人

で
賑
わ
い
、
二
人
の
獅
子
曳
き

の
子
供
さ
ん
の
華
や
か
な
姿
と

演
技
に
見
惚
れ
、
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

神
社
に
奉
納
す
る
浦
安
の
舞
姫
の
皆
さ
ん

ａ
ｉ

ｌｌ
、

一■

　

ヽ

　

　

′

ヽ′
ヽ
こ

上

沼

美

樹

さ
ん

一　
区

田

中

真

理

さ
ん

二

区

三

浦

由

貴

さ
ん

三

区

林

奈
津
美

さ
ん

四

区

塩

沢

美

江

さ
ん

五

区

岩

井

美

佳

さ
ん

六

区

祭
り
は
人
々
の
心
を
浮
き
立

た
せ
ま
す
。
大
勢
の
人
の
気
持

ち
を

一
つ
に
ま
と
め
る
事
も
で

き
ま
す
。
長
い
歴
史
を
持

つ
萩

山
神
社
の
獅
子
舞
は
、
下
市
田

区
に
と

っ
て
掛
け
替
え
の
な
い

大
事
な
祭
り
で
す
。
こ
の
下
市

田
の
祭
り
が
今
後
と
も
永
く
受

け
継
が
れ

つ
づ
け
る
事
を
願
い

ま
す
。
大
勢
の
若
い
人
達
の
手

で
、
二
百
有
余
年
の
歴
史
を
持

つ
こ
の
祭
り
を
、
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

る
事
を
願
い
ま
す
。

保
存
会
運
営
委
員
長

湯
　
沢
　
操

　
一

~¬

｀ 1
，
―

…

▲荒神社の石段を行く行列

満開の桜の下を勇壮に舞う獅子曳きの子等ト
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下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

六
区
出
身

伊
奈
川

美
江
子

（神
奈
川
県
在
住
）

方
面

へ
の
転
勤
が

多
か
っ
た
主
人
は
、

嘱
託
と
な

っ
た
現

在
も
青
森
県
六

カ

所
村
に
単
身
赴
任

中
で
す
。

五
年
前

に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
購
入
し
メ
ー
ル

ｏ
イ

ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を
中
心

に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
最
近
デ
ジ
ヵ
メ
も
購
入
し
、

画
像
を

メ
ー
ル
に
貼
り
付
け
よ

う
と
す
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り

う
ま
く
使
え
て
い
ま
せ
ん
。

山
好
き

の
主
人

の
影
響

で
、

山

の
会

に
も
所
属
し
二
月

・
四

月
は
毎
週

の
よ
う
に
、
山
菜
採

り
を
兼
ね
て
近
く
の
山

に
登

っ

て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
手
を
入
れ

て
い
な
い

庭
で
す
が
、
勧
め
ら
れ
昨
年

「
た

ま
ね
ぎ
」
を
植
え
て
み
ま
し
た
。

先

日
小
さ
い
な
が
ら
収
穫
し
て

み
ま
し
た
。
気

の
せ
い
か
、
自

分
が
手
を
か
け
た
も

の
は
お
い

し
く
感
じ
ま
し
た
。
子
育

て
中
に
取

得
し
た
保
育
士

の

資
格
を
活
用
し
再

就
職
し
た
娘
が
、

近
く
に
越
し
て
来

ま
し
た
の
で
、
孫

の
世
話
が
大
変

に

な

っ
て
き
た
今
日

こ
の
頃

で
す
。

出
砂
原
出
身
の
旧
姓
中
村
美

江
子
と
申
し
ま
す
。
主
人
は
五

区
出
身
で
同
級
生
で
し
た
。

一
男
二
女
に
恵
ま
れ
、
現
在

は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
ま
す
。

何
度
か
の
引

っ
越
し
の
あ
と
、

三
十
年
ほ
ど
前
に
横
浜
市
金
沢

区
の
京
浜
急
行

「
金
沢
文
庫
」

駅
近
く
に
現
在
の
住
宅
を
購
入

し
ま
し
た
。

子
供
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ

古
く
な
る
家
。
私
の
退
職
を
機

に
、　
一
昨
年
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム

も
行
い
ま
し
た
。
長
野
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
記
念

マ
ラ
ソ
ン
を
二
回

も
完
走
し
た
主
人
に
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
は
ま
だ
遠
い
先
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
お
風
呂
と
ト

イ
レ
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
。

原
発
関
係
の
仕
事
で
、
東
北

娘の綾、波と孫の飛羽・沙那

＋
又
１

■直藤

レ
一　
．―

，】
ェ

ス
υ　
区

や

‐

い
　
　
身
の
体
験
や
環
境

田心　
　
わ紳もヵ̈ゝ
機動麟

く
思
う
の
で
あ
る
。

子
供
の
頃
近
所
に
私
よ
り
五
歳

上
の
発
達
遅
滞
の
子
供
が
い
た
。

卜

へ
と
出
掛
け

た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
萩

山
神
社

の
春

の

田

差
‐‐
　
一
　

熱
等
洵
げ
姉

つ 成

て
い
る

つ
も
り
で
す
が
、
気
持

ち
が
の

っ
て
こ
な
い
の
が
事
実

で
す
。

こ
れ
で
い
い
の
か
？
…

そ
ん
な
と
き
、
大量
味
会
の
リ
ー

ダ
ー
講
習
会
が
福
祉

セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
谷
道
教
育

委
員
長
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き

し
て
い
る
中

に
、
リ
ー
ダ
ー
の

条
件
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し
た
。

田
美
し
い
心
　
０
人

の
心
に
灯

を
と
も
す
な
ら
ば
　
ま
ず
　
自

分
自
身
が
燃
え
な
け
れ
ば
な
ら

随
　
　
想
三
区

杉

突
然
、

「
お
父
さ
ん
有
線

で

す
よ
」
原
稿
依
頼

で
し
た
。
な

ん
と
な
く
受
け
て
し
ま

っ
た
の

で
す
が
、
さ
―
あ
大
変
。
日
頃
、

仕
事

の
事
ば
か
り
考
え
て
い
る

私

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ご
ろ
、

は
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
か
、

と
思
う
事
が
時
々
有
り
ま
す
。

現
在
五
十
二
歳

で
す
が
、
三
十

代
、
四
十
代

の
前
半
は
、
夜
、

ほ
と
ん
ど
家

に
い
な
く
町
民
体

育
館

・
公
民
館

・
テ
ニ
ス
コ
ー

「
贈
る
言
葉
」

の
歌
詩

の
中

に
、

人
は
悲
し
み
が
多

い
程
人

に
は
優
し

く
で
き
る
。
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
っ

た
。
そ
の
と
お
り

人
間
の
優
し
さ
や

思
い
や
り
は
、
自

そ
の
子
は
い
つ
も
い
じ

め

っ
子
に
追

っ
か
け
ら

れ
て
い
た
。
私
も
傍
観

者
だ

っ
た
が
、
あ
る
日

私
が
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
時
に
私
を
お
ぶ
っ
て

そ
の
子
は
逃
げ
て
く
れ

た
。
そ
の
子
の
背
中
に

し
が
み
つ
く
私
は
、
そ

の
子
が
後
ろ
に
回
し
た
手
の
こ

ぶ
し
に
ぶ
つ
か
る
自
分
の
お
尻

が
痛
か

っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
る
。
そ
の
時
か
ら
私
は
、

そ
の
子
が
追

っ
か
け
ら
れ
て
い

る
場
面
を
見
る
と
悲
し
く
な

っ

た
。
し
か
し
私

は
助
け
て
や
れ

な
か

っ
た
。
今
も
こ
の
こ
と
は

よ
く
思
い
出
す
出
来
事
で
あ
る
。

高
校
の
時
私
は
美
術
ク
ラ
ブ

の

一
員
と
し
て
、
紙
芝
居
を
持
っ

て
よ
く
養
護
学
校
の
寮
を
訪
間

し
た
。
重
い
補
装
具
を
着
け
た

子
供
達
を
見
て
、
同
じ
人
間
な

の
に
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
と
深
く

な
い
　
０
み
ん
な
違

っ
て
　
そ

れ
で
い
い
　
こ
の
三
条
件
、
私

の
心
に
残
り
ま
し
た
。
特
に
②

の
自
分
自
身
が
燃
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
言
わ
れ
た
所
で

し
た
。
今
の
私
に
必
要
な
事
は
こ
れ

で
は
な
い
か
と
、
思
い

ま
し
た
。
以
前
は
、
本

当

に
燃
え
ま
し
た
。
だ

が
今
は
妥
協
す
る
事
が

多
く
な

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
行

事

に
参
加
し
て
楽
し
く

成
る
の
も
自
分
自
身

の

行
動
だ
　
積
極
的
に
皆

の
輪

の
中

に
飛
び
込
ん

で
行

こ
う
　
そ
し
て
、

衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
、
現
在

の
自
分

の
仕
事

に

つ
な
が

っ
て

い
る
。
こ
の
町
に
お
世
話

に
な

っ
て

十
七
年
。
自
分
に
も
大
変
な
宿

命
が
待

っ
て
い
た
が
、
人

の
心

の
温
情
と
思

い
や
り
の
大
切
さ

を
頂

い
た
。
貧
し
い
事
が
良

い

訳
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
中
か

ら
見
え
て
来
る
も
の
は
沢
山
あ

る
。
思
い
や
る
こ
と
は
そ
の
ひ

と

つ
で
あ
る
。
悲
し
い
ニ
ュ
ー

ス
の
多

い
昨
今
、

こ
の
小
さ
な

言
葉
を
真
剣

に
考
え
た
ら
、
ど

れ
だ
け
の
人

の
命
や
心
が
救
え

る
か
と
思
う
と
、
心
が
熱
く
な

フ（）。
も
う

一
度
自
分
を
燃
え
さ
せ
て

み
よ
う
　
そ
う
思
う
こ
の
頃

で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
と
ま
り
の

つ
か
な
い
文

に

成

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ

ら
で
ペ
ン
を
、
置
か
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
失
礼
致
し
ま
し
た
。
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中
三

二
〇
〇
二
年
四
月
。
私
は
中

学
三
年
生

に
な
り
ま
し
た
。

「中
学
校
生
活
最
後
の
年
」

に

な

っ
た
の
で
す
。
も
う
そ
ん
な

年
に
な

っ
た
の
か
、
月
日
が
た

つ
の
は
早
い
な
あ
。
そ
ん
な
こ

と
を
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

そ
ん
な
三
年
生
に
な

っ
て
か
ら
、

一
ヶ
月
半
が
過
ぎ
、
二
ヶ
月
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
月
日
が
過
ぎ
る
早
さ
を
実
感

し
ま
す
。
こ
の
約

一
ヶ
月
半
の

中
で
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
や
は
り

一
番
は

福

島

理

沙

（二
区
）

修
学
旅
行
だ
と
思

い
ま
す
。
と

て
も
楽
し
か

っ
た
の
で
す
が
、

残
念
と
い
う
か
、
後
悔
と
い
う

か
、

シ

ョ
ッ
ク
だ

っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
数

日
前

に
配
ら
れ
た

一
枚

の
写
真

に
原

因
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
写
真
は
、

法
隆
寺

の
前

で
撮

っ
た
、
ク
ラ

ス
の
集
合
写
真
な
の
で
す
が
、

そ
の
中

で
私
は
目
を

つ
ぶ

っ
て

し
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

「
な

ん
だ
、
そ
ん
な
事
」
と
思
え
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、　
一

け
　
ん
　
道

小
三
　
一

ぼ
く
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
だ

ん
で
、
け
ん
道
を
、
や

っ
て
い

ま
す
。
う

つ
の
や
、

い
ろ
い
ろ
が
楽

し
い
か
ら
、
は
じ
め
ま
し
た
。

二
年
生

の
こ
ろ
か
ら
は
じ
め

ま
し
た
。
れ
ん
じ
ゅ
う
の
ば
し
ょ

は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
下
市
田
く

み
ん
か
い
か
ん
で
や

っ
て
い
ま

す
。週

一
回
れ
ん
じ

ゅ
う
し
て
い

ま
す
。
れ
ん
じ

ゅ
う
は
、
ま
ず

し
ょ
う
め
ん
う
ち
、
左
右
、
め

ん
、
足
の
い
れ
か
え
、
ぬ
き
め

生

で

一
枚

の
思

い
出
と
な
る
そ

の
写
真

で
目
を

つ
ぶ

っ
て
い
る

の
は
、

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

そ
し
て
も
う

一
つ
、
私

の
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
は
、
背

が
低
い
こ
と
で
す
。
身
長
が
伸

び
な
い
の
で
す
。
あ
と
五
セ
ン

熊

谷

健

人

（六
区
）

ん
、

そ
の
あ
と

に
、
き
り
か
え

し
を
し

て
い
ま
す
。

チ
は
大
き
く
な
り
た
い
と
願

っ

て
い
る
の
で
す
。
が
…
…

こ
れ
か
ら
も
、
も

っ
と
色
々

な

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

中
学
校
生
活
最
後

の
年

の
今
年

一
年
間
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
た

い
で
す
。

け
ん
道
を
や

っ
て
い
て
た
の

し

い
こ
と
は
、
お
な
じ
ク
ラ
ス

の
、
と
も
だ
ち
と

い

っ
し

ょ
に

で
き
る
こ
と
が
楽
し

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
め
ん
と
か
を
、

強
く
、
う

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

′

中
学
生
三
年
生
の
今

わたしの作文
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研

行

記

平
成
十
三
年
度
、
下
市
田
編

集
委
員
研
修
旅
行
が
、
去
る

一

月
二
十
七
日
、
日
帰
り
に
て
、

伊
勢
志
摩

へ
の
旅
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
旅
行
前
夜
、
降
り

積
も
る
雪
に
、
心
を
痛
め
る
の

は
、
私
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
南
小
学
校

・
市
田
駅

・

区
民
会
館
よ
り
、
各
々
乗
車
戴

き
、
総
勢
十
四
名
の
参
加
を
得

て
実
施
し
て
来
ま
し
た
。

心
配
を
よ
そ
に
、
阿
智
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
を
過
ぎ
る

と
、
雪
も
無
く
バ
ス
は

一
路
伊
勢

へ
と
向
か

っ

て
参
り
ま
し
た
。
伊
勢

神
宮
に
着
く
頃
は
、
太

陽
は
燦
々
と
早
春
の
陽

が
差
し
込
み
、

コ
ー
ト

を
拭
い
去
る
程
で
し
た
。

お
正
月
が
故
、
神
宮
に

お
い
て
は
、
人
、
人
、

人
。
そ
し
て
委
員
に
お

い
て
は
家
族
の
健
康
と

幸
せ
を
祈
り
、
又
次
年

度
の
益
々
の
活
躍
を
祈

願
し
て
参
り
ま
し
た
。

夫
婦
岩
に
於
て
は
潮

風
吹
き
で
途
中
で
引
き

返
す
人
。
又
、
道
中
、

に
…
。
″何
き
一米
の
バ
ス
の
出
Ｔ
で

は
ゲ
ー
ム
と
カ
ラ
オ
ケ
等
で
楽

し
い

一
時
を
過
ご
し
、
親
睦
を

一
層
深
め
る
事
が
出
来
た
事
が
、

今
後
の
支
館
事
業
活
動
の
上
に

於
て
貴
重
な
研
修
旅
行
で
あ

っ

た
と
思
い
ま
す
。

次
度
事
業
に
於
て
は
、
今
迄

に
ま
し
て
地
域
の
皆
様
に
愛
さ

れ
、
楽
し
ん
で
貰
え
る
様
、
支

館

一
同
元
気
は
つ
ら

つ
心
新
た

に
頑
張

っ
て
行
き
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
　

（田
中
記
）

邁戌ぼくの作文
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好
評
な
『朝
霧
サ
ロ
ン
』　
　
就刹れ、に餌蜘

二
区
部
落
長

坂

牧

康

弘

売
店

・
農
産
物
の

下
市
田
二
区
は
、
現
在
百
三
　
生
産
者
販
売
も
あ
り
、
多
く。
の

十

一
戸
と
、
下
市
田
の
中
で
は
　
下
市
田
の
皆
さ
ん
の
、
お
出
か

小
部
落
で
す
が
、
国
道
を
中
心
　
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

紹

墳

・
遺
跡
の
多
い
所
で
、
銘
木
　
以
上
）
に
は
、
毎
月
行

っ
て
い

も
柊

ｏ
榎
な
ど
の
大
木
も
あ
り
　
る

「
朝
霧
サ
ロ
ン
」
、
五
十
人

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
後
の
人
が
出
席
し
、
ボ
ラ
ン

下
二
会
館
を
中
心
に
し
て
、
　

テ
ィ
ア
で
講
師
を
お
願
い
し
て
、

毎
月
新
し
い
テ
ー
マ
で
の
話

を
聞
き
、
話
題
も
豊
富
。
そ

の
都
度
音
楽
で
、
童
謡
な
ど

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
地
域
農
政
で
牛

牧
上
段
の
畑
を
借
り
て
、
牛

牧
大
根
作
り
を
三
年
続
け
て

大
変
に
好
評
。
農
家

・
非
農

家
の
区
別
な
く
、
二
区
の
三

分
の

一
の
戸
数
が
参
イ洲
し
て
、

お
い
し
い
大
根
を
食
べ
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
方
の
御
支

援
を
い
た
だ
き
、
活
力
あ
る

活
動
が
出
来
ま
す
よ
う
、
御

■

協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

と
し
た
商
業
地
域

も
あ
り
、
昨
年
は

下
市
田
局
が
オ
ー

プ

ン
し
、
地
形

の

高
低
差
も
あ
ま
り

な
く
、
ま
と
ま

っ

た
集
落

で
す
。

歴
史
的

に
も
、

二
区
全
般

に
天
竜

河
原
を
除
き
、
古

六
月
に
は
、　
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル

フ
大
会
を
、
新
し
く
改
修
し
た

親
水
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

で
、
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
十
月
六
日
に
は
、
二
区
大
運

動
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

元
旦
に
は
、
部
落
全
体

の
新

年
会
を
盛
大

に
毎
年
行

っ
て
お

り
ま
す
。

お
年
寄
り
の
人
達

（七
十
歳

日
で

tグループ紹介
私
自
身
も
第

一
回
目

の
生
徒

で
す
。

ク
ラ
ブ
創
設
当
時
は
、

全
員
が
初
心
者

で
、
と
に
か
く

川
を
下
る
こ
と
が
楽
し
く
て
、

毎
回
転
覆

（沈
と
い
い
ま
す
）

し
て
泳

い
で
い
ま
し
た
。
年
を

重
ね
る
に

つ
れ
、
ク
ラ
ブ
員

の

技
術
も
少
し
ず

つ
向
上
し
、
ナ

シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で
海
外
遠
征

し
た
り
、
国
体

の
競
技
予
選
の

県
代
表

に
な
る
メ
ン
バ
ー
も
輩

ス
タ

ッ
フ
や
選
手
と
し
て
参
加
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
ジ
と
名

付

け
た
ダ

ウ

ン
リ
バ
ー

ツ
ー
リ

ン
グ
が
主
な
も

の
で
す
。

ま
た
、
秋
合
宿
と
し
て
、
昨

年
は
長
良
川

へ
行
き
ま
し
た
。

冬
合
宿
と
称
し
て
毎
年
泊
ま
り

の
ス
キ
ー
も
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
年
齢
構
成

で
す
が
、

小
学
生
か
ら
五
十
歳
代
ま
で
、

幅
広

い
年
齢
層

で
、
通
年

で
楽

マ
　

　

し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

近
年
は
ま
る
で
暴
れ

馬

に
乗
る
よ
う
な
楽
し

み
方
を
す
る

「
ロ
デ
オ
」

も
流
行

で
す
が
、
の
ん

び
り
川
下
り
を
し
な
が

ら
、
魚
や
鳥
を
間
近
に

感
じ
季
節
を
満
喫
す
る

の
も
楽
し
い
で
す
。

カ
ヌ
ー
は
年
齢

・
性

別
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
皆
さ

ん
も
体
験
し

て
み
ま
せ

ん
か
。

た
か
も
り
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
　
　
出
ｔ
ｋ
「

五
区
松
崎
　
愉

年
」
は
「

「
た
か
も
り
　
全
日
本
天
竜
川
カ
ヌ
ー
競
技
大

カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
」

会
の
男
子
Ｓ
Ｋ
Ｉ
ク
ラ
ス
で
当

は
、
高
森
町
の
　
ク
ラ
ブ
員
が
優
勝
し
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
教
室
の
　
　
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
四
月
の

卒
業
生
が
集
う
　
川
開
き
ツ
ー
リ
ン
グ
か
ら
始
ま

サ
ー
ク
ル
で
、
　

り
、
カ
ヌ
ー
教
室
の
お
手
伝
い
、

今
年
で
十
三
年
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
チ

ュ
ー
ブ
大
会
の

レ
ス
キ

ュ
ー
、
全
日
本
大
会
の
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下
市
田
区
民
会
館
の
前
の
芝

生
の
広
場
は
、
今
迄
は
萩
の
里

祭
り
の
時
に
だ
け
、
電
源
を
仮

設
し
て
音
響
や
照
明
な
ど
に
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
年
間
を
通
し

て
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
、

芝
生
の
広
場
の
隅
に
あ
る
物
置

の
と
こ
ろ
へ
、
六
〇
ア
ン
ペ
ア

（特
別
な
場
合
は

一
〇
〇

ア
ン

ペ
ア
ま
で
）
使
用
で
き
る
電
源

ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
費
は
二
〇
五
、
○
○
○
円

か
か
り
ま
し
た
が
、
町
か
ら
四

分
の
三
の
補
助
金
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
区
の
負
担
は
約
五
〇
、

Ｃ
Ｃ
Ｏ
円
で
、
こ
の
二
月
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
電
源
の
使
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
萩
の
里
祭
り
な
ど
区

や
公
民
館
行
事
を
始
め
、
各
部

落
や
団
体
等
で
の
使
用
、
又
緊

■
急

に
必
要
な
事
態
が
生
じ
た
場

合
は
、
副
区
長
に
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
い

つ
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
気
を
使

っ
た
場
合

の
使
用

料

に

つ
い
て
は
未
だ
具
体
的
な

規
定
等
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

原
則
的

に
は
使
用
電
力
分
の
料

金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

有
効

に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

本
紙
ニ
ペ
ー
ジ
掲
載
の
、
支

館
事
業
計
画
に
そ
っ
て
、
新
年

度
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

近
年
、
下
市
田
で
も
集
合
住

宅
等
の
新
築
が
進
み
、
新
し
い

区
民
の
お
仲
間
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
方
々
も
共
に
、

公
民
館
事
業
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
事
に
よ
り
、
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
の
、
役
割
を
果
た
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
継
承
、
環
境
整

備
等
に
、
下
市
田
区
に
居
住
す

る
総
べ
て
の
人
々
が
関
わ
り
な

が
ら
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
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